
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第３教区４１番耕田寺 

住所：宮城県仙台市宮城野区岩切字今市９３ 

 

寺院の被害 

・ 地震により本堂、庫裡、南門が全壊した。 

・ その他、墓地や境内の土木構造物（ブロック塀が全壊）にも被害が生じてい

る。 

寺院の現状 

・ 震災前は夫婦で生活していたが、震災後は住職だけが生活している。 

・ 庫裡が１５ｃｍ傾いているため並行感覚がとれず、身体に様ざまな症状を引

き起こしている。（夫婦共ども通院している） 

檀信徒の現状 

・ 経済的な問題で建て替えが困難である。未だ仮設住宅に避難したり、転居し

たまま連絡が取れず、檀信徒の移転先を把握することが困難である。 

地域の現状 

・ 全体の約７割の住宅が全壊および半壊の被害を受け、うち半数以上は建て替

えを余儀なくされた。 

復興の状況 

・ 未だ仮住まいや避難生活を送っている檀信徒も多く、寄付云々の話でもない。 

・ 経済的な問題も含め復旧の目途は立っていない。 

（Ｈ２５.７.２７現在） 
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